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❶
本
市
の
子
育
て
支
援
医

療
費
助
成
制
度
で
は
、
小
学

校
卒
業
ま
で
医
療
費
（
通

院
）
が
無
料
と
な
っ
て
い
る

が
、
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

子
育
て

支
援
策
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
幅
広
い
施
策
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
通
院
に
係
る
医

療
費
の
中
学
生
ま
で
の
助
成

拡
大
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

❷
三
山
木
小
学
校
で
は
、

学
童
保
育
の
学
級
数
が
１
ク

ラ
ス
（
40
名
）
で
あ
る
。
来

年
度
以
降
の
受
入
れ
は
困
難

で
あ
り
、
学
級
数
を
増
や
す

な
ど
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

入
会
児
童
数

も
将
来
、
定
員
数
を
上
回
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。も
し
、

児
童
数
が
思
っ
た
以
上
に
増

え
た
場
合
に
は
、
空
き
教
室

で
対
応
で
き
な
い
か
、
小
学

校
と
も
協
議
し
な
が
ら
支
障

の
な
い
よ
う
検
討
し
た
い
。

　

❸
南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
の

建
設
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、

公
共
施
設
整
備
等
庁
内
検
討

会
議
に
お
い
て
、
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
進
捗

状
況
は
。

　

総
務
部
長　

現
在
、
市
に

必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
持
っ

た
近
隣
で
の
類
似
施
設
の
状

況
や
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て

調
査
し
て
い
る
。
今
後
は
、

類
似
施
設
の
問
題
点
を
整
理

し
、
必
要
な
機
能
と
の
整
合

を
は
か
り
な
が
ら
、
一
定
の

方
向
を
出
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　

❹
ア
二
又
交
差
点
（
府
道

八
幡
木
津
線
・
南
北
方
向
）

に
右
折
専
用
の
矢
印
信
号
機

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　

イ
同
志
社
山
手
地
域
の
児

童
が
安
心
し
て
学
校
に
通
え

る
よ
う
早
期
に
同
志
社
山
手

北
バ
ス
停
前
に
信
号
機
の
設

置
を
す
べ
き
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

　

ア
京
都
府
公
安
委
員
会
と

調
整
を
重
ね
た
結
果
、
右
折

矢
印
信
号
機
を
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

イ
田
辺
警
察
署
に
信
号
機

の
設
置
要
望
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
岡 

本 

亮 

一 

議
員
（ 

共
産
党 

）
　右折矢印信号機の設置が
　　　　　予定されている二又交差点

　

❶
市
道
「
富
野
荘
八
幡

線
」
の
通
過
交
通
対
策
に
つ

い
て
。
ア
通
勤
時
間
帯
の
府

道
八
幡
木
津
線
の
渋
滞
に
伴

う
市
道
富
野
荘
八
幡
線
へ
の

迂
回
車
両
急
増
対
策
は
。
イ

新
名
神
側
道
の
渋
滞
緩
和
対

策
と
し
て
の
活
用
計
画
は
。

　

建
設
部
長　

ア
通
勤
時
間

帯
の
交
通
量
は
、
平
時
の

１
・
５
か
ら
１
・
７
倍
。
幹
線

道
路
と
の
交
差
点
信
号
処
理

の
調
整
、
右
折
レ
ー
ン
の
整

備
等
、
車
の
流
れ
を
良
く
す

る
よ
う
関
係
機
関
に
要
望
。

　

建
設
部
技
監　

イ
新
名
神

の
側
道
は
、
有
効
な
東
西
交

通
の
手
段
と
し
て
２
車
線
に

す
る
こ
と
で
契
約
を
締
結
済

み
。
ま
も
な
く
着
工
。
平
成

28
年
度
末
完
成
予
定
。

　

❷
「
い
じ
め
問
題
対
応
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」の
作
成
と
有
効

な
活
用
に
つ
い
て
。ア
作
成
の

経
過
と
具
体
的
な
内
容
は
。

イ
文
科
省
実
施
の
「
緊
急
実

態
調
査
」
の
実
施
結
果
は
。

ウ
今
後
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
有

効
活
用
計
画
は
。

　

教
育
部
長　

ア
い
じ
め
問

題
の
解
決
や
い
じ
め
を
許
さ

な
い
学
校
づ
く
り
の
た
め
、

教
育
委
員
会
と
学
校
の
協
働

の
ス
タ
ン
ス
、
地
域
や
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
解
決

に
向
け
、
適
切
な
対
応
を
図

る
た
め
の
指
針
と
し
て
作
成
。

イ
市
内
学
校
の
認
知
件
数
は

４
件
。
ひ
や
か
し
、
か
ら
か

い
、
仲
間
外
れ
な
ど
で
、
す

で
に
解
決
済
み
。
ウ
い
じ
め

問
題
解
決
の
基
本
指
針
で
あ

り
緊
急
時
の
行
動
指
針
と
し

て
活
用
す
る
。

　

教
育
長　

ウ
い
じ
め
は
重

大
な
人
権
侵
害
と
認
識
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
未

然
に
防
止
し
、
適
切
な
対
応

を
行
う
。

　

❸
同
志
社
大
学
と
の
協
働

の
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
。
ア
文
系
学
部
移
転

に
伴
う
京
田
辺
校
地
に
残
る

規
模
は
。
イ
大
学
と
の
「
協

働
」
の
実
態
は
。

　

市
民
部
長　

ア
現
在
、
大

学
・
女
子
大
学
・
大
学
院
合
わ

せ
て
約
１
万
９
６
０
０
人
。

文
系
学
部
移
転
後
の
４
月
以

降
は
約
１
万
３
１
０
０
人
。

イ
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
関
係
、

ま
ち
づ
く
り
等
各
分
野
で
連

携
協
働
。
今
後
も
、
大
学
特

有
の
知
的
資
源
を
生
か
し
た

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
岡 

本 

茂 

樹 

議
員
（ 

一
新
会 

）

　　　　自動車の通行が増えた
　　　　　　　富野荘八幡線（三野交差点）

　

❶
超
過
勤
務
縮
減
の
対
応

策
は
。
ま
た
、
職
務
内
容
、

業
務
内
容
を
見
直
す
べ
き
だ
。

　

総
務
部
長　

ノ
ー
残
業
デ

ー
の
徹
底
、
時
間
外
勤
務
に

対
す
る
上
司
の
事
前
承
認
手

続
き
の
厳
格
化
、
産
業
医
、

保
健
師
に
よ
る
面
接
指
導
や

健
康
相
談
を
実
施
し
、
心
と

身
体
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

努
め
て
い
る
。
今
後
は
所
属

長
に
よ
る
業
務
分
担
の
見
直

し
等
を
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　

❷
公
立
幼
稚
園
の
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
充
実
策
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
設

置
す
る
考
え
は
。

　

教
育
部
長　

預
か
り
時
間

等
の
運
営
面
や
魅
力
あ
る
園

づ
く
り
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
利
点
や
課
題
な

ど
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

❸
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
耐

震
ベ
ッ
ド
購
入
に
対
し
て
、

助
成
を
行
う
考
え
は
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

　

引
き
続
き
、
国
、
府
、
近

隣
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

　

❹
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
等

に
備
え
た
具
体
的
な
治
水
対

策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　

建
設
部
長　

草
内
工
業
地

域
内
の
排
水
困
難
地
箇
所
を

始
め
、
順
次
整
備
を
し
て
い

き
た
い
。
天
津
神
川
切
り
下

げ
改
修
は
、
強
く
府
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
本
市
独
自

で
も
流
出
抑
制
策
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
。

　

❺
JR
京
田
辺
駅
と
近
鉄
新

田
辺
駅
間
を
通
行
す
る
乗
降

客
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

具
体
的
地
域
活
性
化
策
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

こ
の
間

は
１
日
延
べ
４
万
人
が
利
用

し
て
い
る
。
市
商
工
会
が
中

心
に
平
成
2５
年
１
月
に
大
型

イ
ベ
ン
ト
「
京
た
な
べ
一
休

バ
ル
」
を
開
催
す
る
。

　

❻
病
児
・
病
後
児
保
育
の

実
施
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

25
年
度

の
早
い
時
期
に
市
内
医
療
機

関
で
開
始
し
た
い
。
定
員
は

６
名
程
度
で
病
後
児
保
育
も

合
わ
せ
て
考
え
て
お
り
、
今

後
は
病
児
保
育
が
１
カ
所
、

病
後
児
保
育
が
２
カ
所
と
い

う
ふ
う
に
な
る
。

　 

河 

本 

隆 

志 

議
員
（ 

民
主
党 

）

　

❶
衆
院
選
後
の
政
権
交
代

に
よ
り
国
の
政
策
が
原
発
容

認
に
転
じ
て
も
、
原
発
か
ら

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

が
必
要
と
の
従
来
の
市
長
答

弁
に
変
化
は
な
い
の
か
。

　

市
長　

原
発
依
存
か
ら
の

脱
却
と
い
う
従
来
の
主
張
に

変
わ
り
は
な
い
。

　

❷
修
学
旅
行
先
を
広
島
な

ど
に
転
換
す
べ
き
だ
。
日
本

が
世
界
一
の
癌
大
国
な
の
は

原
爆
投
下
の
影
響
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
原
発
事
故
も
含

め
て
核
問
題
を
学
習
す
る
意

義
は
大
き
い
。
ま
た
、
伊
勢

で
の
宿
泊
の
場
合
、
津
波
が

襲
っ
た
際
、
高
台
へ
の
避
難

に
20
分
も
か
か
り
、
と
り
あ

え
ず
ホ
テ
ル
屋
上
へ
避
難
と

さ
れ
て
い
る
が
、
津
波
対
策

な
ど
を
真
剣
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　

教
育
部
長　

伊
勢
方
面
の

修
学
旅
行
は
、
経
費
も
含
め

て
検
討
委
員
会
で
総
合
的
に

検
討
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

教
育
長　

大
地
震
や
津
波

へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
校
長

に
指
導
し
て
い
く
。

　

❸
エ
ア
コ
ン
ま
で
完
備
し

た
職
員
専
用
の
喫
煙
室
は
市

の
健
康
増
進
計
画
に
矛
盾
す

る
。
撤
去
す
べ
き
だ
。

　

総
務
部
長　

職
員
の
健
康

管
理
の
面
か
ら
啓
発
・
指
導

を
す
る
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

❹
生
活
保
護
基
準
引
き
下

げ
の
影
響
が
最
低
賃
金
の
引

き
下
げ
な
ど
、
生
活
困
窮
者

を
さ
ら
に
追
い
込
む
と
思
わ

れ
る
。
早
急
な
対
策
を
と
る

べ
き
だ
。

　

保
健
福
祉
部
長　

国
で
の

検
討
を
注
視
し
な
が
ら
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
機
能
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
国
や
府

に
要
望
し
て
い
く
。

　

❺
市
の
い
じ
め
問
題
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
ほ
と
ん
ど

が
府
の
教
員
向
け
の
も
の
の

引
き
写
し
で
あ
る
。
警
察
へ

の
通
報
の
み
に
頼
ら
ず
子
ど

も
の
権
利
条
約
を
軸
に
据
え

て
年
齢
や
性
別
に
沿
っ
た
き

め
細
か
い
内
容
に
す
べ
き
だ
。

　

教
育
部
長　

府
は
教
員
向

け
で
、
市
は
学
校
で
の
対
応

を
主
眼
に
作
っ
て
い
る
。　

　

❻
全
国
夜
間
中
学
校
研
究

会
の
夜
間
中
学
増
設
運
動
へ

の
市
教
委
の
対
応
を
問
う
。

　

教
育
部
長　

衆
院
で
の
大

臣
答
弁
と
国
の
動
き
見
る
。

　
次 

田 

典 

子 

議
員
（ 

無
会
派 

）　

　　　　 教育委員会が作成した
　　　　　　　 いじめ問題対応ガイドライン

中
卒
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
を

い
じ
め
は
重
大
な
人
権
侵
害

バ
ラ
ン
ス
よ
く
幅
広
い
施
策
を

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
学
校
支
援

問

問

答

答

　病児保育が行われる医院の
　　　　　建設予定地（松井ケ丘地内）

核問題学べる修学旅行を

伊勢方面で適切と考える答

問

25年度早い時期に予定

保育実施時期は問

答

病　 児
病後児


